Ofcomが作成中のDisability Equality Schemeにおける2007年から2010年における通信分野において障害者の平等を改善するための７つの優先事項
１．障害をもった人々にOfcomの役割と苦情を申し出る方法を知らせること;

２．音声解説サービスを改善し、手話プログラムの数を増やすこと;

３．障害のある人々が、さまざまな状況において電気通信にアクセスし、それを理解し、想像できることを確実にすること（我々はメディアリテラシーと呼んでいる）;

４．テレビやラジオにおいて障害のある人々を描写する場合の内容規制に関する規則を施行すること;

５．障害のある人々をより多くOfcomの意思決定委員会のメンバーに加えるようにすること;

６．Ofcomは、障害のある人々との採用と能力開発においてより創造的かつ率先的であることを確実にするようにすること。

７．情報提供者が機会均等のための方針（障害のある人々を含む）をもっていることを確実にすること

（2006年10月19日パブリックコメント締め切りのもの）

参考資料http://www.ofcom.org.uk/about/cad/priorities/
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